
2 0 2 5

VOL.241
4

みんなの想いを乗せて
～みはる保育園　卒園式・閉園式～

深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。
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卒
業
お
め
で
と
う
！

　
卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
３
月
13
日
に
は
町
内
の
中

学
校
２
校
、
19
日
に
は
小
学
校
３
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
51
名
の
児
童
生
徒
が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

へ
向
け
て
、
仲
間
と
と
も
に
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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み
は
る
保
育
園　

47
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

　
３
月
28
日
、
み
は
る
保
育
園
で
最
後
の
卒
園

式
と
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
は
る
保
育

園
は
少
子
化
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
影
響
で
、

令
和
６
年
度
限
り
で
閉
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。開
園
し
て
か
ら
47
年
間
で
４
９
２
名
の

園
児
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
卒
園
生
と
な
っ
た
阪
﨑
美
月
（
さ
か

ざ
き
み
づ
き
）
ち
ゃ
ん
は
保
育
証
書
を
受
け
取

っ
た
後
、
「
大
き
く
な
っ
た
ら
警
察
官
に
な
り

ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で
将
来
の
夢
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
坂
﨑
園
長
は
「
昭
和
53
年
の
開
園
か
ら
47
年

に
わ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
子
ど
も
た
ち

の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

る
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
閉
園
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
卒
園
式
・
閉
園
式
の
後
に
は
、
園
児
や
親
の

ほ
か
、
周
辺
の
地
域
住
民
、
み
は
る
保
育
園
を

卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
な
ど
約
１
５
０
人
が
集

ま
り
、
み
ん
な
の
想
い
を
乗
せ
た
風
船
を
大
空

へ
向
け
て
飛
ば
し
ま
し
た
。
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事業名

合　計

予算額 特定財源 地方消費税
交付金 その他

一般財源

１ 令和７年度当初予算総括表

２ 基金（貯金）と町債（借金）の推移

３ 地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策経費

基金（一般会計）の推移（令和７年度見込みまで） 町債残高の推移（令和７年度見込みまで）

（単位：千円、％）

（単位：千円）

0

1,500
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5,000

10,000
一般会計　　特別会計財政調整基金　　減債基金　　合併振興基金　　その他基金

（百万円）（百万円）

令和７年度　　当初予算の概要

社会福祉（障害者福祉、児童福祉など） 813,486 601,798 22,953 188,735
社会保険（国民健康保険、介護保険など） 436,612 60,535 40,778 335,299
保健衛生（医療対策、健康増進対策など） 434,805 117,060 34,451 283,294
 1,684,903 779,393 98,182 807,328

R2

3,334

3,840 3,935 4,094

R2 R3 R4 R5 R6
（見込）

R7
（見込）

R3 R4 R5 R6
（見込）

R7
（見込）

1,912 1,964

784

477

1,816

477

1,828

161 161

3,973

458
284

3,435

416
263

251

1,710

477477
270

1,463

8,344

4,417 4,280 4,304 4,243 4,167 4,037

8,036 7,671 7,550
8,194 8,299

1,5191,238 1,521
1,293

1,391

　令和７年度当初予算は、一般会計と5つの特別会計あわせて111億260万円で、前年度に比べ250万円増
となりました。
　このうち、住民の身近な行政サービスを経理する一般会計は、前年度に比べ3,300万円減の78億3,900
万円です。令和６年度に引き続き豪雨災害からの災害復旧を最重点事業としつつ、令和７年度は、町の社
会教育施設である公民館・文学館・資料館機能の集約・拠点化を目指す「（仮称）深浦町生涯学習センタ
ー」の整備に着手します。
　このほか、重要施策と位置付ける産業振興や保健・医療・子育て支援のための財源を確保し、引き続き、
住みよいまちづくりのための施策を展開していきます。

会　　　　　計 令和７年度 令和６年度 伸率比較
　一般会計  7,839,000 7,872,000 ▲ 33,000 ▲ 0.4 
　　国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,099,800 1,126,800 ▲ 27,000 ▲ 2.4
　　国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 320,200 283,400 36,800 13.0
　　後期高齢者医療特別会計 166,100 160,200 5,900 3.7
　　介護保険特別会計 1,659,900 1,638,600 21,300 1.3
　　訪問看護ステーション特別会計 17,100 18,600 ▲ 1,500 ▲ 8.1
　　財産区特別会計  500 500 0 0.0  
　　　　　　　　　　　　　　小　計 3,263,600 3,228,100 35,500 1.1
　　　　　　　　　　　　　合　計 11,102,600 11,100,100 2,500 0.0     
　　　　　　　　　　　　収益的収入 381,039 374,250 6,789 1.8
　　　　　　　　　　　　収益的支出 419,283 399,235 20,048 5.0
　　　

水道事業会計
 　　　資本的収入 199,840 300,479 ▲ 100,639 ▲ 33.5 

　　　　　　　　　　　　資本的支出 394,083 502,562 ▲ 108,479 ▲ 21.6
　　　　　　　　　　　　収益的収入 253,887 216,933 36,954 17.0  
　　　　　　　　　　　　収益的支出 242,152 246,565 ▲ 4,413 ▲ 1.8 
　　　

下水道事業会計
 　　　資本的収入 104,525 160,815 ▲ 56,290 ▲ 35.0  

　　　　　　　　　　　　資本的支出 172,107 188,820 ▲ 16,713 ▲ 8.9

特
別
会
計
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４ 一般会計当初予算の概要
◆　歳　入　◆

◆　性質別歳出　◆

用語
単位：百万円

単位：百万円

町が徴収している町民税、固定資産税、軽自動車
税、たばこ税など

町　税

町が特定の事業を行う場合や歳入不足に対応する
ための財源として基金（貯金）を取り崩すもの

国の税金（所得税、法人税など）の一部が町に配
分されるもの

地方交付税

基金繰入金

町が特定の事業を行うために、国や県から交付さ
れるもの

国・県支出金

町が事業を行うための資金として長期で借入れる
借金のこと

町　債

町税や基金繰入金などの町が独自に調達できる財
源のこと

自主財源

地方交付税や国・県支出金などの国・県により割
り当てられる財源のこと

依存財源

用語
議員報酬、職員給料などの経費人件費
町が借入れた借金の返済のための経費公債費
高齢者、児童、障害者などを援助するための経費扶助費
農道、町道、学校などの公共施設を建設するた
めの経費

建設事業費

異常気象などにより被害を受けた公共施設など
を修復するための経費

災害復旧費

施設維持管理のための電気料、委託料や一般事
務のためのコピー代などの経費

物件費

一部事務組合への負担金や水道、下水道事業会
計への補助金、各種団体への補助金などの経費

補助費等

国民健康保険の医療給付、介護保険のサービス
給付などのために一般会計が負担する経費繰出金

町の負担が義務付けられている経費で、人件費、
公債費、扶助費がこれにあたる義務的経費

道路や学校などの公共施設の整備など、社会資
本として将来に残るものの整備経費投資的経費

町税
875
11.2%

町債
907
11.6%

国・県支出金
1,179
15.0%

地方交付税
3,700
47.2%

基金繰入金
589
7.5% その他

320
4.1%

その他　269　3.4%

令和７年度　　当初予算の概要

歳入合計
7,839百万円

依存財源
77.2％

自主財源
22.8％

公債費（元金）
802
10.2%

公債費（利子）
52
0.7%

補助費等
1,359
17.4%

人件費
1,211
15.4%

その他
233　3.0%

物件費
1,570
20.0%

建設事業費
760
9.7%

繰出金
785
10.0%

扶助費
744
9.5%

災害復旧費
323　4.1%

義務的経費
35.8%

その他
50.4%

投資的経費
　13.8%

歳出合計
7,839百万円
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【深浦町総合戦略関連事業】
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令和７年度予算の主な事業
【深浦町総合戦略関連事業】

まち：地域活性化、防災、その他対策まち：地域活性化、防災、その他対策
☆ピックアップ☆

◆町村合併20周年記念事業◆

　安治川親方による講演会や相撲大会、深浦
ねぶた運行の復活、「さかなクン」によるお
魚教室、観光ＰＲグッズの制作など、町村合
併20周年記念事業を展開します。

予算額：17,559千円
～担当：総務課ほか～

☆ピックアップ☆

◆旧岩崎小学校解体事業◆

　老朽化が著しく、耐用年数をすでに経過し
ている旧岩崎小学校校舎及び旧岩崎体育館に
ついて、地域住民の安全を確保する重要性及
び必要性から、解体を実施します。

予算額：306,425千円

☆ピックアップ☆

◆生涯学習センター整備事業◆

　旧木造高校深浦校舎の利活用にあたり、老
朽化が進む公民館・文学館・資料館の機能を
集約した新たな生涯学習の拠点施設整備に向
けて実施設計業務等を実施します。

予算額：31,439千円
～担当：財政課～～担当：教育課～

旧岩崎小学校解体事業 306,425千円
地域公共交通対策事業 39,365千円
集落支援対策事業 5,445千円
町村合併20周年記念事業 17,559千円
予防接種事業 38,774千円
（高齢者の新型コロナウイルス、帯状疱疹ほか）
がん検診初回精密検査助成事業 1,281千円
北金ヶ沢地区漁業集落環境整備事業 　 
 54,200千円
深浦宿泊キャンペーン事業 12,000千円
地域イベント開催事業 9,553千円
町道・橋りょう整備事業 236,500千円
黄金崎川災害防除事業 76,000千円
生涯学習センター整備事業 31,439千円
公共土木施設災害復旧事業 67,315千円
農林水産業施設災害復旧事業 235,479千円

※写真は、平成30年のものです。
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令和７年度予算の主な事業
しごと：産業・雇用対策しごと：産業・雇用対策

☆ピックアップ☆

◆栽培漁業振興対策事業◆

　磯資源であるウニの生息環境調査を行うと
ともに、ウニ・ナマコの種苗放流など、資源
の回復と漁獲量の増大を図り、町の基幹産業
の１つである漁業の振興に努めます。

予算額：7,400千円
～担当：農林水産課～

ひと：少子化対策、移住・定住対策ひと：少子化対策、移住・定住対策
☆ピックアップ☆

◆小中学校ＩＣＴ推進事業◆

　町内小中学校において活用中のタブレット
更新をはじめ、大型モニターの整備やネット
ワーク環境の調査など、情報通信技術を活用
した教育環境の充実を図ります。

予算額：56,369千円
～担当：教育課～

若年者等雇用奨励金事業 2,400千円
有害鳥獣駆除対策事業 13,419千円
風合瀬地区農地整備事業 52,500千円
西海岸広域農道整備事業 23,115千円
地域農業政策事業 8,473千円
地域おこし協力隊事業（林業振興）
 　5,200千円
林業関係経営体育成支援事業 3,856千円
森林経営管理推進事業 19,180千円
栽培漁業振興対策事業 7,400千円
県管理漁港整備負担金 43,000千円
（北金ヶ沢漁港、岩崎漁港）
観光協会補助金・指定管理 19,500千円
白神十二湖地域振興事業 12,100千円

移住支援金 3,000千円
空き家バンク利活用促進事業 1,550千円
児童手当支給事業 82,720千円
子どものための教育保育給付事業　
 248,962千円
地域子ども・子育て支援事業 16,721千円
（延長保育､病児保育､一時預かり､地域子育て支援）
放課後児童健全育成事業 13,903千円
子ども医療給付事業 16,384千円
妊産婦への交通費助成事業 671千円
住環境リフォーム推進事業 8,000千円
高校生通学支援事業 3,114千円
小中学校ＩＣＴ推進事業 56,369千円
学校給食運営事業 76,803千円
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看護師(再任用) 
 佐藤　郁代
准看護師(再任用) 
 藤田　清子
看護師（会計年度）
 白鳥　栄子
准看護師（会計年度）
 村上佳奈子
医療事務員 中原麻衣子
医療事務員 岩谷　美雪
医療事務員 堺　　智美
用 務 員 徳田みち子

出　先
機　関

役　場
２　階

役　場
１　階

深浦町役場　〒038－2324　深浦町大字深浦字苗代沢84番地2
　　　　　　代表電話　74－2111　FAX　74－4415

深浦診療所
TEL82－0337

所　　長 吉岡　秀樹
医　　師 松山　陽亮
医　　師 松山美智子
嘱 託 医 加藤　　昇
診療放射線技師 
 蒔苗　　豊
事 務 長 竹内　　仁
次　　長 根上　義和
主幹（診療所係長）
 根上　　要
事務補助員 岩根　隆裕
主　　幹 白川めぐみ
看 護 師 八木橋若菜
看 護 師 黄金崎優真

事 務 長 菅原　　航
次長（包括支援係長）
 阿部　丈亮
主　　幹 工藤　恵子
主　　幹 秋元　　舞
主　　査 岸本　翔平
【主な仕事】介護予防、相
談支援等に関すること等

事務長（兼務） 
 八木橋淑子
主任看護師 福沢多希子
看 護 師 山本　豊加

地域包括支援センター
TEL74－4421

訪問看護ステーション
TEL82－0145

課　　長 八木橋淑子
課長補佐 平澤　　均
主幹（健康増進係長）  
 工藤　友美
主任保健師 平山　真耶
保 健 師 山本　志穂
保 健 師 山口　侑紀
保 健 師 斉藤　理恵
栄 養 士 柏倉　英子
主　　査 佐藤　瑠美
主　　事 永谷　紫葉
栄養士（会計年度）
 杉田　容子
歯科衛生士（会計年度）
 平田絵理子
【主な仕事】各種健診、健
康づくりに関すること

健康推進課
TEL82－0288参事（支所長）

 根上　幸喜
支所長補佐（総合窓口係長）
 中原　恒久
総括主幹 山下　秀一
総合窓口専門員
 中原　和洋
事務補助員 木村　友香
事務補助員 木村和加子

参事（支所長）
 堀内美奈子
総括主幹 伊藤　光彦
主幹（総合窓口係長）
 鹿内　謙三
総合窓口専門員
 寺沢美千子
事務補助員 原田亜理佐
用 務 員 秋穂由紀子

大戸瀬支所 TEL76－2311

岩崎支所 TEL77－2111

主　　査 葛西　智恵
主　　査 世永　　翼
主　　査 小山　裕輔
主　　査 虻川　絢哉
主　　査 川幡　哲志
主　　事 八木橋青斗
主　　事 工藤　碧流
建設水道専門員 米谷　　定
技能労務員 坂本　　悟
技能労務員 野呂　敬五
技能労務員 杉田　秀樹
事務補助員 藤田　広貴
技能労務員 大沢　克夫
技能労務員 葛西　友愛

災害復旧推進室長
 新岡　重将
主幹（係長） 竹越　　貫
主　　事 小角　竜輝
建設水道専門員 黒滝　秀晴
工事検査専門員 熊沢　誠智
建設水道専門員 萱森　惣七
【主な仕事】
道路、河川、土地改良、漁港、
上水道、下水道、集落排水
事業に関すること等

建設水道課　建設係 TEL74－4413　災害復旧推進室 TEL82－0035
　　　　　　水道係 TEL74－4416　　　　　　　　　　　　　　　

課　　長 堀内　昭一
参事（課長補佐）
 岩谷　拓士
課長補佐 棟方　友裕
課長補佐（建設係長）
 蝦名　一裕
課長補佐（下水道係長）
 長谷川　賢
室長（土地改良係長）
 新岡　重将
主幹（管理係長）
 竹内　　崇
水道係長 兼平　景一
漁港整備係長 島川　大生
主任主査 吉田　龍司

理事（総合戦略課長）
 黄金崎芳幸
課長補佐 増冨　勇人
課長補佐（企画調整係長）
 大沢　幸幹
主幹（地域政策係長）
 一戸　卓磨
主任主査 長谷川史絵
主　　査 黄金崎竜太
主　　査 秋穂　　健
集落支援員 浪岡　敏勇
【主な仕事】
総合計画、統計、広報広聴、ふ
るさと納税に関すること等

総合戦略課 TEL74－2122

事務局長 秦　　賢一
次　　長 福沢　久弥
農地機構集積支援事業事務補助員 
 永谷美代子
【主な仕事】
農地等の権利移動、調査に
関すること等

農業委員会 TEL74－4420
課　　長 山本　昭彦
課長補佐（水産振興係長）
 工藤　宏昭
課長補佐 児玉　恵昭
課長補佐 山﨑　信行
主幹（林業振興係長） 笹森　公人
主幹（農業振興係長） 紀本　　進
主幹（農業政策係長） 熊谷　一夫
主　　査 鎌田　拓実
主　　査 岩谷　拳悟
主　　事 木村　崚生
農地中間管理事業事務補助員 
 草譯　恒貴
技能労務員 木村　良幸
技能労務員 上田　勝則
技能労務員 工藤　　要
技能労務員 七戸　　力
【主な仕事】農林水産業の
振興に関すること

農業水産課 TEL74－4411
課　　長 神林　友広
課長補佐 吉田　一仁
主幹（観光振興係長）
 浦谷　和敏
主幹（商工振興係長）
 熊谷　美希
主　　査 平山　幸菜
主　　査 坂本　恒輝
主　　事 伊藤　泰悦
主　　事 古舘　明香
【主な仕事】
観光振興、商業振興、特産
品、自然環境保全に関する
こと等

観光課 TEL74－4412
理事（町民課長）
 熊谷　利克
課長補佐（町民生活係長）
 山中　鉄夫
課長補佐（総合窓口係長）
 野呂　友彦
総括主幹 斉藤　　稔
主任主査 西﨑　智人
主　　査 木村　美夢
主　　事 八木橋駿至
事務補助員 熊谷佳奈子
労務作業員 萱森　　隆
労務作業員 熊谷　和弥
【主な仕事】
戸籍・住民基本台帳、国民
年金、環境保全に関するこ
と等

町民課 TEL74－2115
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出　先
機　関

役　場
２　階

役　場
１　階

役
場
３
階

深浦町役場の組織を紹介します深浦町役場の組織を紹介します
深浦町公民館 TEL74－2031教育委員会教育課

TEL74－4419

特別職

町　長　　平沢　一臣
副町長　　佐藤　洋一
教育長　　草創　文人

課　　長 小野　聖司
課長補佐 古川　秀輝
課長補佐 鈴木　一輝
主幹（社会教育係長）
 兼平　光将
主幹（学務係長）
 八木橋心一
主　　査 成田　真夏
主　　査 川村　栄貴
主　　査 佐藤　智花
主　　事 熊谷あゆみ
事務補助員 大川　　雅
【主な仕事】
学校の管理運営、社会教育
に関すること等

つがる西北五広域連合 
 渋谷　東陽

派遣職員

西海岸衛生処理組合 
 清水谷智子
　 吉田　　慎

出　向

事務局長 兼平　正春
次　　長 岩谷　博之
主　　査 川幡　夏未

議会事務局
TEL74－4418

会計管理者（税務会計課長）
 堀内　博志
参事（課長補佐）
 柳原　　晋
課長補佐 西口　光洋
課長補佐（固定資産係長）
 神馬　輝史
総括主幹 堀内　崇史
主幹（収納係長）
 金沢　久史
税務係長 藤田　法子
出納係長 小松　美子
主　　査 宮本　康佑
主　　査 杉田　流星
主　　事 大川　瑞姫
主　　事 黒滝　永遠

課　　長 鶴田　繁樹
課長補佐 清水谷　剛
課長補佐（情報システム係長） 根上真紀子
公有財産管理係長 柏倉　貴宏
財政係長 佐藤　健吾
主　　査 福沢　海斗
主　　査 松井　佑人
主　　事 松沢　弘明
主　　事 間山　聖也 
【主な仕事】
予算・財務、集会所等施設管理、町有自動車、
情報通信ネットワーク、町有財産の管理に
関すること等

財政課 TEL74－2113
課　　長 松沢　公博
課長補佐（消防防災係長） 西﨑　良幸
課長補佐 山本　大輔
主　　幹 小野　　守
主幹(行政係長) 福沢　月宝
主　　査 吉田　恵里
主　　査 佐藤　友行
主　　事 小島　健太
主　　事 野呂みち子
危機管理専門員 福田　　歩
事務補助員 神　　早苗
事務補助員 嶋川　晴奈
技能労務員 永谷　博之
【主な仕事】地方分権・情報公開、行政施策
の総合調整、消防防災に関すること等

総務課 TEL74－2112

参事（館 長） 奥村　幸樹
主　　事 古川　航大
公民館専門員 八木橋兼喜

歴史民俗資料館・美術館
TEL74－3882

館　　　長 伊東　　信
資料館専門員 一ノ関浩司
事務補助員 平岡　恵子
事務補助員 七戸　円香
ふかうら文学館 TEL84－1070
館　　長 米谷　智明
文学館専門員 菊池　浩雅
事務補助員 秋元　　梓

税務会計課　税務係 TEL74－2114
　　　　　　出納係 TEL74－4417

税務会計専門員 
 神馬　昭仁
【主な仕事】
出納、決算、町税、税外諸収
入、地籍調査の管理に関す
ること

理事（福祉課長）
 赤石　卓美
課長補佐（介護保険係長）
 鈴木　治朗
課長補佐（子育て支援係長） 
 斉藤　徹伸
主幹（福祉ふれあい係長）
 村上　公貴
国民健康保険係長 
 山﨑　清智
主任主査 関野　直人
主　　査 秋元　健志
主　　査 福沢佳乃子
主　　事 小沢　悠斗
主　　事 伊藤　　柊
主　　事 七戸　星香
主　　事 小島久美子

福祉課 TEL74－2117
国保事務補助員 
 田丸美奈子
介護事務補助員 
 三浦　彩子
【主な仕事】
社会福祉、子育て支援、介
護保険、後期高齢者医療に
関すること等
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「塩の道」を朗読する読み聞かせボランティア有志

深
浦
町
合
併
20
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

令
和
６
年
度　
深
浦
町
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

朝比奈秋さん

サイン会で笑顔で言葉を交わす朝比奈さん

　
小
説
「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九

日
」
で
第
１
７
１
回
芥
川
賞
を
受
賞
し

た
作
家
で
医
師
の
朝
比
奈
秋
さ
ん
が
３

月
15
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
「
深
浦

町
と
私
」
と
題
し
て
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
講
演
会
は
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の

令
和
６
年
度
深
浦
町
生
涯
学
習
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
深
浦
町
の
合
併
20
周
年
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
町
内
外

の
約
２
０
０
人
が
朝
比
奈
さ
ん
の
講
演

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

う
」
と
、
深
浦
町
に
赴
任
し
た
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
「
塩
の
道
」
の
執
筆
秘

話
、
小
説
家
を
志
し
た
理
由
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
根
上
恵
二
朗
さ
ん

（
18
歳
）
は
「
思
い
込
み
な
ど
に
気
が

付
け
る
こ
と
の
大
切
さ
が
学
べ
た
。
ユ

ー
モ
ア
が
あ
っ
て
聞
き
や
す
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
朝
比
奈
さ
ん
は
講
演
を
終
え
て
「
温

か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
て
嬉
し
か
っ
た
。

作
家
と
し
て
原
点
の
町
に
な
る
の
で
、

戻
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
も
し
た
し
、

こ
こ
か
ら
ま
た
こ
の
町
を
舞
台
に
し
て

い
く
つ
か
の
小
説
を
書
い
て
い
く
ん
だ

ろ
う
な
と
い
う
気
も
し
て
嬉
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
は
サ
イ
ン
会
も
開
か
れ
、

多
く
の
町
民
や
文
学
フ
ァ
ン
が
朝
比
奈

さ
ん
へ
講
演
の
感
想
な
ど
の
言
葉
を
か

け
な
が
ら
書
籍
へ
サ
イ
ン
を
も
ら
い
、

朝
比
奈
さ
ん
も
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し

た
。

　
朝
比
奈
さ
ん
は
、
十
数
年
前
に
当
町

の
関
診
療
所
に
１
か
月
勤
務
し
た
経
験

が
あ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の
「
塩
の
道
」

は
、
関
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
た
と
き

の
体
験
や
経
験
を
基
に
描
か
れ
た
作
品

で
、
こ
の
日
の
講
演
会
は
町
内
の
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
塩
の

道
」
の
朗
読
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
冒
頭
、
朝
比
奈
さ
ん
は
「
初

め
ま
し
て
と
い
う
か
ご
無
沙
汰
し
て
い

ま
す
」
と
は
に
か
み
な
が
ら
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
「
深
浦
で
の
暮
ら
し
で
嫌
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
一
つ

も
な
か
っ
た
。
１
か
月

い
た
だ
け
だ
が
、
す
ご

く
影
響
力
が
あ
っ
た
。

小
説
家
と
し
て
は
だ
い

ぶ
得
を
し
た
と
思
う
。

今
後
、
深
浦
町
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
こ
の
町
を
舞

台
に
書
く
こ
と
も
あ
る

し
、
あ
る
い
は
ま
っ
た

く
違
う
物
語
と
し
て
書

く
こ
と
も
あ
る
と
思
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報告会の様子 活動記録を見る来場者

振る舞われたうどん 浪岡さんの打ったうどんを楽しむ来場者たち

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

３年間の活動を報告する浪岡さん３年間の活動を報告する浪岡さん

報告会の様子 活動記録を見る来場者

振る舞われたうどん 浪岡さんの打ったうどんを楽しむ来場者たち

　
３
月
１
日
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
浪
岡
隊
員
の

３
年
間
の
活
動
報
告
会
が
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
浪
岡
隊
員
は
４
月
10
日

で
任
期
満
了
を
迎
え
た
た
め
、
今
ま
で
の
活
動

の
成
果
に
つ
い
て
会
場
に
集
ま
っ
た
町
民
に
報

告
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
の
冒
頭
、
「
今
日
、
う
ど
ん
を
食
べ

に
来
た
人
は
い
ま
す
か
？
」
と
来
場
者
に
問
い

か
け
、
会
場
の
笑
い
を
誘
い
、
場
の
雰
囲
気
を

和
ま
せ
な
が
ら
３
年
間
の
活
動
を
報
告
。
深
浦

町
へ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
す
る
ま

で
の
経
緯
や
、
着
任
し
て
か
ら
行
っ
て
き
た
活

動
を
１
年
ご
と
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
浪
岡
隊
員
は
、
１
年
目
は
日
本
一
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
２
年
目
は
ク
ラ
フ
ト
展
、
３

年
目
は
海
岸
清
掃
後
に
流
木
で
焚
火
を
楽
し
む

団
体
「
Ｆ
・
Ｆ
・
焚
火
人
」
の
創
設
や
熱
気
球

搭
乗
体
験
会
の
開
催
と
、
毎
年
新
し
い
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

　
浪
岡
隊
員
は
報
告
会
の
最
後
に
「
充
実
し
た

３
年
間
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
深
浦
町
に
定
住

す
る
予
定
で
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め

に
準
備
し
て
い
る
。
何
と
か
し
て
深
浦
町
に
恩

返
し
を
し
た
い
」
と
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
任
期
後
の
活
動
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　
報
告
を
受
け
た
平
沢
町
長
は
「
こ
れ
ほ
ど
地

域
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
移
住
者
は
な
か
な
か
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
一
生
懸
命
、
地
域
の
た

め
に
何
か
を
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
結
果
と
し

て
結
び
つ
い
た
と
思
う
。
引
き
続
き
、
深
浦
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
講
評

を
述
べ
ま
し
た
。

　
報
告
会
終
了
後
、
今
年
も
会
場
で
は
浪
岡
隊

員
指
導
の
も
と
、
役
場
職
員
が
作
っ
た
手
打
ち

う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
し
た
方
々
は
美

味
し
い
う
ど
ん
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

まちか
ど

大船渡市山林火災
　　緊急援助隊として町消防署員が出動しました

３／
４

岩崎分署
左から大屋主査、黄金崎係長、松井主事、山内係長

深浦消防署
左から吉田隊長、阪﨑主査、本田主査、田中隊長

    101 195 
         D  
    LDK 
   FF
     

     

TEL 0173-74-3117 080-5554-5559 

 

英語教室も毎週火曜日16時15分から開催しており、参加者も募集中です！
※株式会社ユリの花との協働の社会貢献事業です。
参考書籍　
「音読革命」「奇跡の百人一首」「国語に強くなる音読ドリル（卒園児平均 IQ120）」

こどもの素読・音読教室を開催します
ので参加者を募集します！（無料）
百人一首・短歌・詩など古典を繰り返し高速で音読し、暗唱できるまでにします。
今回は百人一首の暗唱を目指します。
高速で音読することで眠っていた脳の回路がひらき、潜在能力
が開花するといわれています。集中力と忍耐力と記憶力を養い、
教養と理知と創造性を高めるメソッドです。
対象者　小学生・中学生
場　所　特別養護老人ホーム桃の木もしくはグループホームユリの花
日　時　不定期　45分ほど　　連絡先　TEL 0173-84-1630

　２月26日に発生した岩手県大船渡市の山林火災の消
火等活動に深浦消防署と岩崎分署からそれぞれ４人、
計８人の署員が緊急消防援助隊青森県大隊の一員とし
て出動しました。
　青森県からの派遣は第１次から第７次まで７回行わ
れ、そのうち深浦町管内の消防署からは３月４日から
16日までの第３次隊から第６次隊の４回を、２人１組
の交替で出動しました。
　消火等活動の内容は、ジェットシューター（背負い式
消火水のう）を背負って山林に入り、熱画像直視装置を
使用して地中の温度が高い場所の穴を掘って水をかける
活動や、住宅街の巡回・警戒が主な任務となっています。
　第３次隊で４日から７日まで出動した深浦消防署の
吉田隊長は「山は煙で覆われ、夜は停電により真っ暗。
主に住宅への延焼防止で住宅街の巡回を行った。山か

ら離れている小屋が燃えていたが５日からの雨で落ち
着いた。」、第４次隊で７日から10日まで出動した岩
崎分署の黄金崎救急係長は、「主に残火処理（くすぶ
っている煙を消す）のため、約30度の斜面を徒歩で移
動した。同じ部隊の新潟県の重機で熱源の根を掘り消
火した。」、第５次隊で10日から13日まで出動した岩
崎分署の松井主事は「鎮圧宣言が出された後で煙は出
ていなかったが、熱源の消火活動は引き続き行った。
深浦町でも山火事は起きる可能性があるので気を付け
て警戒していきたい。」と、それぞれ大船渡市での活
動を振り返りました。
　大船渡市では３月20日から被災者生活再建支援金の
受付も始まり、山林火災からの復興が徐々に始まって
います。大船渡市の一日も早い復興を心より願ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　
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　昨年10月に行われた衆議院議員総選挙におい
て、選挙事務の管理執行や明るい選挙の推進、
投開票事務改善に尽力したことが認められ、深
浦町選挙管理委員会の吉田隆委員長が総務大臣表彰を受けまし
た。
　深浦町は、当選挙において県全体の投票率51.61％を13.01
ポイントと大きく上回る64.62％となっており、県内２位の投
票率でした。また、開票時間についても、集計作業の見直しと
改善をした結果、前回の衆議院選挙より25分短縮されました。
　吉田委員長は「先輩たちの功績により、ずっと高い投票率を
保ってきた。明るい選挙推進協議会の人たちの活動が投票率ア
ップにつながっていると思う」と語りました。

総務大臣表彰が贈られました

　フィットネスプラザゆとりで町民や介護施
設の職員、民生委員など60人以上の方々が集
まり、認知症研修会が開催されました。
　研修会では、深浦町包括支援センターから町の高齢者の
現状について説明があった後、津軽保健生活協同組合健生
五所川原診療所の津川信彦所長から「認知機能と社会生活
～車の運転と認知症予防～」という内容で講演をいただき
ました。
  講演の中で、免許更新の際に70歳以上の人が受講する高
齢者講習で行われている認知機能検査の模擬テストが行わ
れ、来場した人たちはその難しさに驚いていました。
　津川所長は「町の人たちが少しずつ力を合わせれば、み
んなが長生きしていける町になる」と語りました。

　

　

認知症研修会が開催されました
３／
６

　「農業ふれあい教室」作文・かべ新聞コン
クールにおいて、作文部門で深浦小学校５年
の村上芽郁（むらかみめい）さんが最優秀賞、
小山内結唯花（おさないゆいか）さんが優秀賞を受賞しま
した。また、５年生の児童全員で作成したかべ新聞部門で
も優秀賞を受賞しました。
　児童たちはトマト団地の農家さんやJA、農協の女性部
と協力して、深浦町のトマトのおいしさを調べ、作文やか
べ新聞にまとめました。
　最優秀賞を受賞した村上さんは「学ぶ前は簡単に作れる
と思っていたけど、とても大事に作られていることが分か
った。受賞することができてすごく嬉しいです」と喜びを
語りました。

　青森県JA女性組織協議会「農業ふれあい教室」作文・かべ新聞コンクールで最優秀賞・優秀賞を受賞
３／
24

講演する健生五所川原診療所の津川所長

３／
21

LINE 公式アカウント

総務大臣表彰を受ける吉田隆選挙管理委員長

賞状を受け取った深浦小学校５年生の児童たちと農協女性部のみなさん
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　都市部の医療機関を受診したことがあります
か？
　都市部では、診察の際、番号で呼び出すところ
もあります。プライバシー保護と言いながらも医
療機関側の効率性重視のシステムなのかもしれま
せん。なんとなく無機質に感じます。
　深浦診療所では、医師が直接患者さんの名前を
お呼びして、招き入れるようにしています。
　実はそこから診察は始まっていて、患者さんの
顔色や立ち上がり方、歩き方を観察することによ
って、多くの情報を得ることができます。
　大きな声でお呼びしても聞こえていないようで
あれば、診察時に大きな声で話をしたり、紙に書
いて確認したりするようにします。緊張した面持
ちで返事をされる方には、出来るだけリラックス
出来るような会話を心がけるようにしています。
　ところで、診察室のドアを開けるたびに思うこ
と。「あぁ、今日も女性が多いなぁ」
　そうなんです。受診する患者さんの８割は女性
です。
　女性のほうが病気になりやすいからでしょう
か？
　確かに女性は更年期以降から骨粗しょう症にな
りやすいので、腰椎圧迫骨折、腰痛症、変形性膝
関節症などに発症しやすいのは確かです。しか
し、それ以外は、それほど病気の性差に大きな違
いはないでしょう。
　男は働いているから、ちょっと具合が悪い程度
では受診しないのでしょうか？
　確かに、男性や若い方は、仕事の休みを利用し
て土曜日も営業している個人開業医さんを受診す
る傾向にあるようです。しかし、これは体調の問
題ではなく、仕事を休めるか休めないかだけの理
由です。

　男性は、子供の頃から、一家の大黒柱にならな
ければならない、働いて家族を養わなければなら
ないと育てられます。無意識のうちに「責任感」
を要求され、一生懸命仕事をして、少しくらいの
体調不良を無視して弱音を吐かないのが「男らし
さ」だと思い込んでしまいます。
　そういう理由もあってか、どちらかというと男
性は喫煙率が高く、飲酒量も多くなりがちで、肉
体的にも精神的にも無理をしている率が高い傾向
にあります。女性よりも男性は「不健康な」生活
をして、生活習慣病になりやすいはずです。
　実は、高血圧も、高コレステロール血症も、糖
尿病も、ほとんどの場合、症状が全くないのが怖
いことです。ですから、症状が無いうちに治療に
つなげる必要があります。
　放置すれば動脈硬化が進み、脳卒中、心筋梗
塞、認知症などになりやすくなります。
　もしかしたら「ちょっと調子が悪い」は、身体
をいたわるサインなのかもしれません。
　さあ、男性も思い切って仕事を休んで医療機関
を訪れてみましょう。症状が何もなくても良いん
です。ちょっとでも不安なことがあれば、ご相談
ください。
　健診を受け忘れたんだけど、といった相談でも
構いません。お気軽においでください。

４月から診療所つうしんと健康こそ宝
のコーナーは隔月での掲載となります
のでご了承ください。
偶数月　診療所つうしん
奇数月　健康こそ宝

深浦診療所つうしん　No.62

男だって休みたい
深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹
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………………… 加入団体を紹介します …………………

　

　　　

☆式部の会（小角久子代表）

☆パワフル・マザーズ（佐藤靖子代表）

□問合せ先　深浦町文化協会事務局（深浦町公民館内）　TEL　74－2031

深浦町文化協会活動中！

令和６年度　ふかうら芸能祭　「今日もバッチリ。ハイポーズ！」

令和６年度ふかうら芸能祭　「楽しく！仲良く！美しく！」

〇結成時期
　昭和62年４月発足、現在に至る。会員７名。
〇活動内容
　７月　円覚寺宵宮で歌や踊りを披露
　11月　ふかうら芸能祭
　３月　町老人クラブ連合会演芸大会に会員それぞ

れが地区から参加
　※老人ホーム慰問や地域のイベントに参加

〇会のモットー
　歌や踊り好きが集まり親睦を図りながら、健康維
持のため楽しく活動しています。
　結成当初から芸能発表会（現ふかうら芸能祭）、
町や地域が主催するイベントに積極的に参加してい
ます。
　イベント本番に向け真剣さの中にも和気あいあい
と練習しています。イベント終了後の反省会が一つ
の楽しみでもあります。
　　歌や踊りが好きな方、一緒に楽しみませんか。

〇結成時期
　前身は岩崎村婦人会の会員の集まりでした。平成
17年深浦町と合併した際、深浦町文化協会に入会
することになり、明るく元気なお母さんの集まりな
ので、団体名を現在の「パワフル・マザーズ」に命
名しました。会員４名。
〇活動内容
　９月　能代市で東部４団体による発表会
　11月　ふかうら芸能祭

　３月　町老人クラブ連合会演芸大会に地区老人ク
ラブとして参加

　※地域のイベントに参加や町内外の福祉施設へ慰
問

　芸能発表会（現ふかうら芸能祭）に参加するだけ
のグループでしたが、踊りの先生が能代市在住なの
で、深浦町だけでなく能代市での発表会出場や福祉
施設慰問等の活動が多くなっています。
〇会のモットー
　楽しく！仲良く！美しく！をモットーに踊り好き
が集まり、元気いっぱい楽しい会です。
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１

深浦町地域おこし協力隊　櫻井　義晃（さくらい　よしてる）

進め Forest 協力隊!!

防 災 コ ー ナ ー防 災 コ ー ナ ー新連載新連載

　この度２月より「地域おこし
協力隊」として着任いたしまし
た、櫻井　義晃（さくらい　よ
してる）と申します。
　出身は神奈川県湯河原町で温
泉地として知られ、温暖な気候
とみかん畑が多いのが特徴で、
結婚してからは同じ神奈川県の
藤沢市に20年ほど住んでおり
ました。
　家族は妻と、長女（大学３年
生）、長男（大学１年生）、次
男（高校２年生）の子供３人を
含め５人ですが４人とも藤沢市
に住んでいるため、深浦町へは
単身移住となります。婿養子の
立場ではありますが、子供が義
務教育を終えたタイミングで快
く送り出してくれた家族には感
謝しております。
　社会人としては、生地の店頭

販売、コーヒーの営業を数年間
経験した後、システムエンジニ
アとして19年間働いておりま
した。仕事内容は官公庁のお客
様が多く、システムの設計から
構築、運用保守まで一通り携わ
り、さわっていた機器は主に
サーバ、ネットワーク機器及び
PBX（電話交換機）のオンプ
レミスが中心で、クラウド
（Azure）は少々さわった程度
です。IT業界は変化の激しい世
界ですので、私が身に着けた知
識や技術は古くなってしまいま

すが、今後の活動で生かすこ
とができればと思っています。
　活動としましては、町からの
委託を受けた「つがる森林組合
深浦支所」に勤務しており、深
浦町の森林経営計画作成に携わ
りながら、深浦町の自然を基に
さまざまな活動を行えたらと、
森林の中に身を置きながら日々
考えております。普段は調査や
作業で森林の中にいますので見
かけましたらお声がけください。
よろしくお願いします。

●連載にあたって
　防災についての情報を今月から連載することになりました！防災に
関して町民の皆様に少しでも興味・関心を持っていただけるような内
容をお知らせをしたいと思っております。どうぞよろしくお願いしま
す。
●ご紹介する内容
　今回ご紹介する内容は、スマートフォン用防災アプリ「アットイン
フォカナル」です！町では防災行政情報伝達システムを使って気象情
報をはじめ、町民の皆様への行政情報を放送していますが、アプリを
インストールすると放送内容を文字情報として確認することができます。
　（登録方法は右側にあるQRコードをカメラで読み取り指示に従って
必要項目を入力いただきますとアプリをインストールできます。）
　また、スマートフォンを持っていない方、放送が聞こえにくい方は直前に放送された内容を音声で確
認できる「災害情報テレホンダイヤル」があります。（電話番号は下記のとおり）
　防災無線が聞こえにくい場合は、アプリや災害情報テレホンダイヤルをご活用いただきますようよろ
しくお願いします。

■問合せ先　総務課消防防災係　0173-74-2112（直通）

デスクワークする櫻井隊員 松くい虫調査でテープを巻く櫻井隊員

アンドロイド用 iPhone 用
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補助事業名
若者等住宅整備等
支援補助金

移住者・子育て・新婚世
帯定住支援家賃補助金

地域の魅力向上
事業費補助金
資格取得補助金

種類
転入届
転出届
転居届

世帯
変更届

届出期間 必要なもの
住み始めた日から14日以内

転出の事前
新住所に住み始めた日から
14日以内　　　　　　　　
世帯主が変わった日、世帯
が一緒になった日、分かれ
た日から14日以内　　　　

転出証明書、届出人の本人確認ができる書類、個人番号カード、
外国籍の方は在留カードまたは特別永住者証明書
届出人の本人確認ができる書類
届出人の本人確認ができる書類、個人番号カード、外国籍の方は
在留カードまたは特別永住者証明書

届出人の本人確認ができる書類

内　　　容
町内へ移住・定住する45歳未満の移住者・新婚夫婦・子育て世代が整備する
住宅に対し、取得費用の25％（上限50万円）を補助します。
町内へ5年以上定住する意思があり、民間賃貸住宅に入居する移住者・子育て
世帯・45歳未満の新婚世帯の家賃に対し、月額家賃相当額の1/2を最長5年
間補助します。※世帯所得500万円以上の場合は1/3を補助。世帯ごとに上
限額あり。
住民グループが行う地域づくり活動に要した経費の4/5（上限50万円）を補
助します。
仕事や就職に役立つ資格や免許を取得した75歳未満の方に対し、取得に要し
た経費の1/2（上限：10万円）を補助します。

証明書の種類
戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）・戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）
除籍全部事項証明書（除籍謄本）・除籍個人事項証明書（除籍抄本）

改製原戸籍謄本・改製原戸籍抄本
戸籍附票（改製原附票）全部・戸籍附票（改製原附票）一部

身分証明書
住民票全部の写し・住民票一部の写し

印鑑登録証明書・独身証明書・不在籍証明書・不在住証明書

手数料
１通 450円
１通 750円

１通 300円

町が行っている補助金を紹介します
　深浦町で町民の方などを対象に行っている補助金について紹介します。各補助金の詳細な内容や条件、
申請方法は担当課へお問い合わせください。

【総合戦略課　地域政策係】

お問合せ先　総合戦略課　地域政策係　TEL　74－2122

役場の窓口を紹介します
　深浦町の各課で行っている業務や窓口で対応している届け出や相談を紹介します。各種届け出や相談
について、担当課までいつでもご連絡ください。

【町民課】
　町民課では、総合窓口係で戸籍・住民基本台帳、国民年金、マイナンバーカードに関する業務を、町
民生活係で交通安全対策、防犯、町民相談、環境保全に関する業務などを行っています。
主な届け出や相談に関する業務は次のとおりです。

◆住民登録の届け出

◆戸籍・住民票等の発行

◆町民相談
　動物の死骸処理、ごみの不法投棄、特殊詐欺などの町民相談を受けています。

■お問合せ先　町民課　TEL　74－2115
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9：00～11：30

３：00～５：30

午
前
午
後

月 火 水 木 金 土 日 祝日

休診

休診 休診
3：00
　
4：30

～

1：00
　
2：30

～

10：00
　

11：30

～○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

F-ミーティング
　　実施グループ募集中！！
　深浦町のこれからをみんなで語り合ってみませんか？
　町長と地域の活性化・住みよいふるさとづくりなど、よりよい町
づくりのための意見交換を行いたい５～10名程度のグループを募集
しています。興味のある方は申込・問合せ先までご連絡ください。　
　　□申込・問合せ先
　　　　　　総合戦略課　TEL　74-2122

深浦町長が、深浦町の魅力を発信する
F-tube！
深浦町の魅力が伝わるチャンネルを目
指していきますので、ぜひチャンネル
登録をよろしくお願いします。

物件情報やお知らせは
公式サイトをご覧くださいグットイグナル

  代表 山﨑 麻美

〒038-2504
深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉

子どもを受動喫煙から守る！

稲 見 塗 装 店
塗 り 替 え 住 ま い の リ フ ォ ー ム

電話で簡単見積もり
高齢者　　１０％割引

信 頼 ・ 安 心 の 保 証 書 付 き
深浦町大字北金ヶ沢

T E L　　0 1 7 3-7 6-3 0 6 4
F A X　　0 1 7 3-7 6-3 0 7 4
携　帯　　0 9 0-2 0 2 1-7 1 2 1
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編・集・後・記

《３月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,181人
　3,540人
　6,721人
　3,473世帯

（－29）
（－30）
（－59）
（－12）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出
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光
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中
　
村
　
智
　
之
（
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野

菊
　
池
　
弘
　
治
（
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）
岩

崎

中

　
　
　
　
つ
　
さ
（
95
）
岩

崎

上

小
山
内
　
幸
　
子
（
77
）
岩

崎

中

茂
　
内
　
義
　
雄
（
101
）
大

間

越

清
水
谷
　
良
　
子
（
98
）
柳

　

田

藤
　
田
　
イ
　
エ
（
89
）
岩

　

坂

岩
　
谷
　
幸
　
村
（
69
）
岩

　

坂

北
　
原
　
文
　
行
（
77
）
北
金
１
区

熊
　
谷
　
竹
　
正
（
77
）
晴

　

山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
４
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

役
場
内
で
は
毎
年
恒
例
の
人
事
異
動
が
行

わ
れ
、
各
課
は
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
メ
ン
バ

ー
で
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
私
は
今

回
、
異
動
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

今
年
度
も
引
き
続
き
、
取
材
で
町
民
の
皆

さ
ま
の
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
広
報
ふ
か
う
ら
に
つ
い
て
少
し

だ
け
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
内

容
を
読
ん
だ
方
は
お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
月
号
か
ら
少
し
ず
つ
コ
ー
ナ

ー
の
再
編
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
毎
月
掲
載
し
て
い
た
コ
ー

ナ
ー
を
隔
月
掲
載
に
変
更
し
た
り
、
既
存

の
コ
ー
ナ
ー
が
終
了
し
て
新
し
い
コ
ー
ナ

ー
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
予
定
で
す
。
よ

り
良
い
広
報
に
す
る
た
め
の
挑
戦
で
す
の

で
、
今
後
も
広
報
ふ
か
う
ら
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

岩
木
嶺
の
裾
の
一
隅
梅
明
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲　

田　

吟　

竜

紅
梅
や
源
氏
の
君
の
恋
遊
び　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
め
い　
　
　

百

田
の
隅
に
堆
肥
ゆ
げ
立
つ
う
ら
ら
け
し　
　
　
　
　

坂　

本　

り　

き

口
紅
を
引
い
て
を
ん
な
の
戦
場
へ　
　
　
　
　
　
　

田　

浦　

恵
美
子

春
風
に
背
中
押
さ
れ
て
農
作
業　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

郷
太
郎

梅
が
香
や
村
の
は
づ
れ
の
数
珠
回
し　
　
　
　
　
　

石　

田　

か
つ
ら

詩
ご
こ
ろ
を
く
す
ぐ
る
や
う
に
梅
の
花　
　
　
　
　

草　

野　

力　

丸

深
浦
俳
句
会

戸
籍

窓
の
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

４月号
No.241

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

　さ と う　く う がくん（５さい）
　かめかわ　み つ きさん（５さい）
　さ か い　み な つさん（５さい）
　かわぞえ　は　　くくん（５さい）
　こ む ろ　あ お いくん（５さい）

さ
く
ら

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

成
田
　
咲
桜
ち
ゃ
ん

（
３
区
）
Ｒ
４
／
４
／
22
生

と

が
く

安
田
　
岳
叶
く
ん

（
関
）
Ｒ
２
／
３
／
６
生

「
見
た
目
は
子
ど
も
、
頭
脳
は
大
人
！
」

きらら保育園のなかよしたち

「春が来た！！」

「
我
が
家
の
ず
る
す
け
♡

　

姉
妹
仲
良
し
で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

５月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆
令和７年５月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆
子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子
さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供
の氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報
には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを
記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんな
に元気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記入のうえ、写真
データを添付して送信してください。
◆応募締切◆４月24日㈭
□問合せ先□
〒038-2324 大字深浦字苗代沢84-2 総合戦略課企画調整係
TEL74-2122（直通）E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

読者投稿
掲載ページ

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品など
を広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真
やくすっと笑える写真、渾身の力作、日常の
風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿し
てください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんから
のご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」
と入力し、本文にコメントとペンネームを
入力したうえで、掲載してほしい写真を添
付して次のメールアドレスへ送信してくだ
さい。
　メールアドレス：kouhou@town.
　fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真
とコメント、ペンネームを記入したものを
添えてください。

コ
メ
ン
ト
　
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

投
稿
者
　
赤
鬼




